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時
代
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

　

バ
ン
ド

　
蘇
州
河
が
黄
浦
江
と
合
流
す
る
外
灘
の

北
辺
に
は
、
１
９
０
０
年
代
の
初
め
に
建
て

ら
れ
た
レ
ン
ガ
造
り
の
建
築
群
が
老
醜
を

さ
ら
し
て
い
る
。
ま
る
で
時
代
と
い
う
大
き

な
時
計
の
針
を
止
め
て
、
20
世
紀
初
頭
に
こ

の
街
を
覆
っ
た
空
気
感
を
封
じ
こ
め
て
い
る

か
の
よ
う
だ
。
河
畔
に
立
っ
て
上
海
大
厦（
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
マ
ン
シ
ョ
ン
、１
９
０
４
年
築
）

の
雄
姿
を
左
手
に
バ
ン
ド
の
方
角
を
見
や
る

と
、
そ
こ
に
は
朝
日
を
あ
び
た
外
白
渡
橋

（
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、１
９
０
７
年
築
）が
モ

ノ
ク
ロ
ー
ム
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
て
い
る
。
外
白
渡
橋
の
と
な
り
は
乍
浦
路

橋
で
、
か
つ
て
は
二
白
渡
橋
（
１
９
２
７
年

築
）
と
よ
ば
れ
た
。
外
灘
と
虹
口
地
区
を
む

す
ぶ
四
川
北
路
（
北
四
川
路
）
は
蘇
州
河
で

分
か
た
れ
、
そ
れ
を
繋
い
だ
の
が
四
川
路
橋

で
あ
る
。
河
水
で
分
断
さ
れ
た
四
川
路
を
結

ん
だ
か
ら
四
川
路
橋
と
は
、
な
ん
と
も
愛
嬌

や
色
気
を
感
じ
な
い
命
名
だ
が
、
実
は
も
と

も
と
裏
白
渡
橋
（
１
９
２
２
年
築
）
と
い
う

古
名
が
あ
っ
た
。

　
外
白
渡
橋
、
つ
ま
り
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
は
蘇
州
河
か
ら
見
て
一
番
外
側
の
渡
し

場
だ
か
ら
「
外
罷
渡
口
」
で
、
そ
れ
が
訛
っ

て
「
外
白
渡
橋
」
に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ

し
て
外
側
か
ら
二
番
目
に
あ
る
橋
が
二
白

【文・写真】……………………中村達雄
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【右】ガーデンブリッジとブロードウェイマンション
【左】黄浦江の対岸に東方明珠タワーが見える

渡
橋
で
、
も
っ
と
も
奥
に
位
置
す
る
橋
が

裏
白
渡
橋
に
な
っ
た
。「
裏
」
に
は
、
中
国

語
で
「
内
側
」
と
か
「
奥
」
と
い
う
意
味

が
あ
る
。

蘇
州
河
の
む
こ
う
は
虹
口

　
か
つ
て
こ
の
街
に
は
多
い
と
き
で
10
万

人
を
こ
え
る
日
本
人
が
居
住
し
て
い
た
。

１
９
２
０
年
代
か
ら
日
本
の
敗
戦
に
い
た

る
１
９
４
５
年
ま
で
の
20
余
年
間
の
こ
と

で
あ
る
。
日
本
人
は
蘇
州
河
北
岸
か
ら
北

ホ
ン
キ
ュ
ー

に
の
び
る
北
四
川
路
沿
い
の
虹
口
と
よ
ば

れ
る
地
区
に
集
住
し
て
い
た
。
虹
口
地
区

の
始
ま
り
を
象
徴
す
る
歴
史
的
な
建
物
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
。
時
計
塔
の
造
作
が

美
し
い
郵
政
大
厦
（
上
海
郵
政
総
局
、
１

９
２
４
年
築
）
だ
。
裏
白
渡
橋
の
た
も
と

に
屹
立
す
る
姿
は
、
東
洋
に
君
臨
し
た
モ

ダ
ン
都
市
上
海
の
威
容
を
彷
彿
さ
せ
る
。

ダ
　
マ
　
ロ

　
上
海
の
歓
楽
街
と
い
え
ば
大
馬
路

（
南
京
路
）
か
ら
南
に
ひ
ろ
が
る
二
馬
路

（
九
江
路
）
、
三
馬
路
（
漢
口
路
）
、
そ
し

て
「
夢
の
四
馬
路
」
と
ま
で
歌
わ
れ
た

ス
　
マ
　
ロ

四
馬
路
が
有
名
だ
が
、
川
む
こ
う
の
虹

口
も
な
か
ば
日
本
人
専
用
の
風
俗
街
と

し
て
猥
雑
な
殷
賑
を
極
め
て
い
た
。
満

州
事
変
（
１
９
３
１
年
）
直
前
の
上
海
に

遊
ん
だ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
騎
手
、
吉

行
エ
イ
ス
ケ
が
著
し
た
『
新
し
き
上
海

の
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
』
の
華
麗
な
文
体

に
語
っ
て
も
ら
お
う
。

…
…
上
海
の
新
宿
と
云
わ
れ
る
北
四
川
路

界
隈
の
無
数
の
イ
ン
チ
キ
・
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
は
半
裸
の
膚
を
夜
会
服
に
つ
つ
ん
だ

混
血
児
の
踊
子
と
、
日
本
、
支
那
、
ロ
シ

ア
、
ポ
ル
ト
ギ
ー
、
と
見
知
ら
ぬ
国
籍
を

持
っ
た
世
界
各
国
の
女
が
、
享
楽
を
求
め

て
集
ま
っ
て
く
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
腕

の
脂
に
抱
擁
さ
れ
て
、
ジ
ャ
ズ
の
な
か
で

涙
一
滴
の
恋
い
を
囁
く
…
…

一
九
三
〇
年
、
上
海
日
本
人
街
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【右】上海の歴史を刻んできた郵政大厦の時計塔
【左上】四川北路の欧風建築　【左下】社交ダンスは老人の娯楽

四
川
北
路
を
行
く

　
四
川
路
橋
（
裏
白
渡
橋
）
で
蘇
州
河
を
越

え
る
と
、
街
路
の
様
相
は
一
変
す
る
。
外
灘

の
ス
ノ
ッ
ブ
な
雰
囲
気
が
な
く
な
り
、
街

が
親
し
み
や
す
く
な
る
の
だ
。
郵
政
大
厦

の
と
な
り
が
新
亜
大
酒
店
（
１
９
３
４
年

築
）
で
、
歩
を
進
め
て
い
く
と
左
前
方
に
大

橋
大
楼
と
い
う
名
前
の
Ｌ
字
形
ビ
ル
が
見

え
て
く
る
。
日
本
憲
兵
隊
本
部
（
１
９
３
７

〜
４
５
年
）
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
本

が
敗
戦
し
た
後
は
国
民
党
が
接
収
し
て
警

備
司
令
部
を
置
き
、
そ
の
後
は
中
国
銀
行

の
職
員
宿
舎
と
し
て
使
わ
れ
た
。
憲
兵
隊

本
部
だ
っ
た
と
こ
ろ
の
は
す
む
か
い
に
は
、

最
近
、
新
亜
州
城
と
い
う
娯
楽
セ
ン
タ
ー

が
落
成
し
、
そ
こ
の
空
き
地
で
お
年
寄
り

た
ち
が
社
交
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
た
。

　
四
川
北
路
は
や
が
て
東
西
に
走
る
海
寧

路
と
交
わ
る
。
こ
の
界
隈
に
は
東
和
劇
場

と
か
ビ
ク
ト
リ
ア
影
戯
院
、
ア
ポ
ロ
シ
ア

タ
ー
、
リ
ッ
ツ
劇
場
、
第
二
歌
舞
伎
座
な
ど

の
劇
場
や
映
画
館
、
そ
れ
に
ホ
テ
ル
、
旅
館

な
ど
が
蝟
集
し
て
い
た
。
現
在
で
は
東
和

劇
場
が
解
放
劇
場
に
、
リ
ッ
ツ
劇
場
が
国

際
電
影
と
名
前
を
変
え
て
興
行
し
て
い
る

が
、
と
て
も
か
つ
て
の
賑
わ
い
に
は
お
よ

ば
な
い
。

　
海
寧
路
を
横
切
っ
て
武
進
路
と
の
交
差

点
に
進
む
。
十
字
路
の
南
東
角
に
は
福
海

商
厦
と
い
う
高
層
の
商
業
ビ
ル
が
建
っ
て

い
る
。
こ
の
あ
た
り
に
は
西
本
願
寺
（
１
９

３
１
年
築
）
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
武
進
路
と

そ
の
先
の
　
江
路
に
挟
ま
れ
た
一
帯
で
は
、

日
本
人
街
最
大
の
キ
ャ
バ
レ
ー
で
あ
っ
た

タ
イ
ガ
ー
ハ
ウ
ス
や
ビ
ー
ナ
ス
カ
フ
ェ
、

カ
フ
ェ
江
南
と
い
っ
た
歓
楽
場
が
有
名
で
、

吉
行
エ
イ
ス
ケ
が
記
し
た
無
数
の
イ
ン
チ

キ
・
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
ひ
し
め
く
上
海
の

新
宿
と
は
、
こ
の
辺
り
の
こ
と
を
指
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

横
浜
橋
と
魯
迅

　
路
地
を
覗
き
な
が
ら
四
川
北
路
を
さ
ら

に
進
む
。
前
方
に
兪
　
浦
と
よ
ば
れ
る
ク

リ
ー
ク
が
蛇
行
し
、
そ
こ
に
横
浜
橋
が
架

か
っ
て
い
る
。
横
浜
橋
の
「
浜
」
は
、
中
国

語
で
は
小
河
（
ク
リ
ー
ク
）
の
意
味
に
な

る
。
日
本
人
街
の
ど
真
ん
中
に
こ
ん
な
名

称
の
橋
が
あ
れ
ば
日
本
と
の
ゆ
か
り
を
想

像
し
て
し
ま
う
が
、
実
は
な
ん
の
関
係
も

な
い
ら
し
い
。

　
横
浜
橋
か
ら
山
陰
路
に
至
る
道
筋
に
は

内
山
書
店
（
魏
盛
里
、
１
９
１
７
〜
２
９

年
）
や
創
造
社
出
版
部
（
マ
グ
ノ
リ
ア
・
テ

ラ
ス
＝
麦
豊
里
、
１
９
２
８
〜
２
９
年
）
、

魯
迅
が
国
民
党
の
攻
撃
か
ら
身
を
隠
し
て

い
た
ラ
モ
ス
・
ア
パ
ー
ト
（
北
川
公
寓
、
１
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３０

９
３
０
〜
３
３
年
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の

一
帯
は
日
本
人
街
と
中
国
人
街
が
背
中
合

わ
せ
に
連
な
り
、
そ
の
複
雑
な
街
路
を
巧

み
に
利
用
し
た
革
命
家
た
ち
の
隠
れ
家
が

点
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
妻
の
三
千
代

を
若
い
恋
人
か
ら
引
き
離
す
た
め
パ
リ
に

む
か
っ
た
金
子
光
晴
は
、
途
中
、
上
海
の
余

慶
坊
（
１
９
２
８
〜
２
９
年
）
に
旅
装
を
解

い
た
。
そ
の
と
き
の
こ
と
を
綴
っ
た
『
ど
く

ろ
杯
』
の
中
で
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

…
…
蘇
州
河
の
河
岸
っ
ぷ
ち
に
し
ゃ
が
ん

で
、
魯
迅
が
石
で
土
の
う
え
に
図
を
書
い

て
説
明
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
横

浜
橋
の
ら
ん
か
ん
に
郁
さ
ん
が
腰
か
け
て
、

一
時
間
ほ
ど
も
二
人
で
じ
っ
と
考
え
こ
ん

で
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
…
…

　
郁
さ
ん
と
は
、
白
色
テ
ロ
で
逝
っ
た
郁

達
夫
（
作
家
、
１
８
９
６
〜
１
９
４
５
年
）

の
こ
と
で
あ
る
。

文
化
人
が
暮
ら
し
た
街

　
横
浜
橋
を
通
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
人
と

車
で
雑
踏
す
る
四
川
北
路
を
離
れ
、
わ
き

道
に
そ
れ
て
み
た
い
。
進
行
方
向
左
側
の

路
地
に
迷
い
こ
む
。
多
倫
路
で
あ
る
。
こ
こ

は
前
述
し
た
内
山
書
店
や
魯
迅
の
旧
居
が

近
く
、
柔
石
（
小
説
家
、
１
９
０
２
〜
３
１

年
）、
葉
聖
陶
（
作
家
、
１
８
９
４
〜
１
９

８
８
年
）
ら
も
住
ん
で
い
た
。
当
時
の
文
化

人
が
暮
ら
し
た
街
を
連
想
さ
せ
る
雰
囲
気

に
満
ち
て
い
る
。
路
地
の
入
口
に
は
珈
琲

店
が
あ
り
、
歩
み
を
進
め
る
ご
と
に
書
店

や
文
学
記
念
館
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
て
興
味

深
い
。
20
世
紀
初
頭
の
古
建
築
も
よ
く
保

存
さ
れ
、
複
製
だ
と
思
う
が
、
軒
先
に
は
仁

丹
の
広
告
看
板
が
下
が
っ
て
い
る
。
往
事

の
上
海
は
、
日
本
軍
と
味
の
素
と
仁
丹
に

よ
っ
て
占
領
さ
れ
て
い
た
、
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
、
二
つ
の
看
板
が
林
立
し
て
い
た
。

　
お
洒
落
な
多
倫
路
か
ら
四
川
北
路
に
戻

る
た
め
、
豊
楽
里
と
い
う
里
弄
を
通
る
。
老

人
や
子
供
が
行
き
交
い
、
物
売
り
が
叫
び
、

犬
猫
が
走
り
ぬ
け
る
。
長
屋
の
門
牌
に
は

め
込
ま
れ
た
「
豐
楽
里
」
と
い
う
古
体
字
の

レ
リ
ー
フ
が
地
域
の
年
輪
の
よ
う
な
も
の

を
感
じ
さ
せ
る
。「
豐
楽
里
」
の
上
に
、
さ
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ら
に
「
壹
北
」
と
か
「
壹
南
」
の
文
字
が
見

え
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
。

匂
い
た
つ
上
海
の
朝
景

　
余
慶
坊
を
す
ぎ
る
と
四
川
北
路
は
大
き

く
左
に
旋
回
し
、
今
は
な
い
上
海
神
社
（
１

９
３
３
年
築
）
方
面
に
む
か
っ
て
の
び
て

い
く
。
左
に
ま
わ
ら
な
い
で
右
に
行
く
と
、

道
は
山
陰
路
に
進
入
す
る
。
こ
の
並
木
道

は
か
つ
て
ス
コ
ッ
ト
ロ
ー
ド
と
よ
ば
れ
た
。

こ
こ
に
は
興
業
坊
と
か
花

園
里
、
東
照
里
な
ど
の
里

弄
（
長
屋
）
が
あ
っ
て
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
尾
崎

秀
実
、
松
本
重
治
、
作
家
の

吉
行
エ
イ
ス
ケ
ら
が
棲
ん

で
い
た
と
こ
ろ
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。
中
国
人
で
は

茅
盾
（
文
学
家
、
１
８
９
６

〜
１
９
８
１
年
）
や
瞿
秋

白
（
革
命
家
、
１
８
９
９
〜

１
９
３
５
年
）
の
旧
居
、
そ

し
て
ラ
モ
ス
・
ア
パ
ー
ト

を
去
っ
た
後
の
魯
迅
が
終

の
棲
家
と
し
た
居
所
（
魯

迅
故
居
、
１
９
３
３
〜
３

６
年
住
）
も
こ
の
界
隈
に

あ
っ
た
。

　
坊
や
里
と
よ
ば
れ
る
長

屋
は
上
海
の
典
型
的
な
集
合
住
宅
で
あ
る
里

弄
の
形
式
を
踏
ん
で
、
赤
レ
ン
ガ
の
色
彩
が

と
て
も
美
し
い
。
美
し
い
の
だ
が
、
住
宅
と

し
て
は
致
命
的
な
構
造
上
の
欠
陥
が
あ
っ

た
。
屋
内
に
便
所
が
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、

住
人
は
夜
間
、
モ
ー
ド
ン
（
馬
桶
）
と
よ
ば

れ
る
糞
尿
処
理
用
の
桶
（
お
ま
る
）
を
使
う
。

朝
に
な
る
と
、
糞
屋
が
各
戸
を
め
ぐ
て
馬
桶

に
た
ま
っ
た
残
骸
を
回
収
し
て
ま
わ
る
。
そ

の
あ
と
、
使
用
人
や
女
中
が
家
の
裏
口
で
家

族
の
人
数
分
の
桶
を
洗
う
。
匂
い
た
つ
よ
う

な
上
海
の
朝
の
風
景
だ
。
戦
前
、
多
感
な
少

女
時
代
を
虹
口
で
す
ご
し
た
林
京
子
は
そ
の

著
書
『
ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
口
紅
』
の
章
節
で
、

隣
家
の
女
中
、
明
静
と
一
緒
に
馬
桶
を
洗
っ

た
情
景
を
描
い
て
い
る
。

…
…
私
は
明
静
を
真
似
て
モ
ー
ド
ン
を
斜

め
に
か
し
げ
た
。
そ
し
て
腰
を
折
り
曲
げ

て
勢
い
よ
く
、
先
が
開
い
た
竹
ひ
ご
の
束

で
底
を
掻
き
ま
わ
し
た
。
勢
い
が
あ
ま
っ

て
、
水
が
外
に
飛
び
散
っ
た
。
明
静
が
、

ゆ
っ
く
り
、
と
手
真
似
で
い
っ
た
。
ま
わ
り

に
つ
い
て
い
た
排
泄
物
が
水
の
渦
に
溶
け

て
、
水
が
白
く
濁
っ
て
い
く
。
白
く
濁
っ
た

水
を
、
明
静
が
溝
に
捨
て
る
。
私
も
水
を
捨

て
る
。
明
静
の
動
作
を
み
な
が
ら
仕
事
を

進
め
る
私
に
、
ホ
ウ
、
い
い
よ
、
と
明
静
が

い
っ
た
…
…

　
山
陰
路
の
里
弄
の
周
辺
に
は
お
屋
敷
風

の
建
物
が
散
在
し
て
い
る
。
門
の
造
り
や

窓
枠
な
ど
に
濃
厚
な
和
風
が
感
じ
ら
れ
、

か
つ
て
こ
の
辺
り
に
数
万
人
を
こ
え
る
日

本
人
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
さ

せ
る
。
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
日
本
の
建

築
様
式
や
生
活
の
匂
い
な
ど
が
深
く
染
み

つ
い
て
い
る
の
だ
。
蘇
州
河
の
裏
白
渡
橋

を
起
点
に
、
四
川
北
路
か
ら
山
陰
路
に
い

た
る
日
本
人
街
は
約
１
時
間
の
道
程
を
経

て
、
こ
こ
で
終
わ
る
。

【右】山陰路に残る旧日本人住居　　　　　　
【左】天窓は里弄（長屋）のシンボル
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　見どころ
　
●蘇州河畔／郵政大厦界隈
　虹口地区の入り口。上海大厦（ブロードウェイマンション）や外白渡橋（ガー

デンブリッジ）は至近距離にある。1930年代の外灘の雰囲気が濃厚に残って
いる。

●横浜橋周辺

　兪涇浦とよばれるクリークが蛇行し、そこに横浜橋が架かっている。雑踏す

る普通の街並みがあるだけ。実際の横浜とは何らの関係もないが、この奇妙な
偶然の一致が旅の想い出を増幅させてくれるにちがいない。

●多倫路界隈

　珈琲店や書店、記念館などが多いので、街歩きに疲れたら小休止しよう。多
倫路から四川北路にもどる豊楽里には濃厚な上海の空気感がただよう。　

●山陰路

　坊や里などとよばれる里弄の連なりが美しい。あちこちに点在するお屋敷風
邸宅の門や窓には、和風の建築様式が採用されている。現在の上海で、旧市街

の雰囲気がもっとも濃厚に保存された地区といえる。

●魯迅故居（山陰路132弄9号）
　ラモス・アパートを去ったあとの魯迅が終の棲家にしたところ。山陰路の真ん中

あたりに大きな看板が出ているのですぐわかる。1989年から一般公開されている。

横浜橋

魯
迅
故
居

山陰路

●堀田善衛『上海にて』（ちくま学芸文庫、1995年）

　日本が敗戦する直前の上海滞在経験をもとに、解放後の上

海を訪れ、街の諸相を細かく分析、描写している。

●内山完造『そんへえ・おおへえ』（岩波新書、1984年）

　虹口に店開きした内山書店を核にして、中国人、日本人の人

間模様、1930年代の上海の世相を描いている。筆者上海生活
35年の記録。

●木之内誠編著『上海歴史ガイドマップ』（大修館書店、2000

年）

　現在の名称と戦前の名称が併記されていて便利。重要建築
物の建築年なども充実している。写真も豊富で、上海の街歩き

には必携。

●大上海新地図（謙光社、1986年）

　1937年時点の上海の全貌を俯瞰できる。木之内誠編著『上

海歴史ガイドマップ』と併用すると便利。

　旧上海を知るための本
　

●吉行エイスケ『新しき上海のプライヴェート』

（平野純編『上海コレクション』所収、ちくま文庫、1991年）
　第１次上海事変の直前、筆者が現地で目の当たりにした「猟

奇の天国」の街を描き出している。軽妙、洒脱な文章は吉行モ
ダニズム文学の真骨頂。

●金子光晴『どくろ杯』（中公文庫、2001年）

　筆者と三千代夫人による中国、東南アジア、ヨーロッパ放浪

記の中国部分。『マレー蘭印紀行』『西ひがし』『ねむれ巴里』と
ともに放浪4部作の代表作。1930年前後の上海を詩人の感性

で克明に描写。

●林京子『ミッシェルの口紅』（講談社文芸文庫、2001年）

　筆者は少女時代を戦前の上海ですごした。少女の視線、少

女の感性で1930年代の上海をみずみずしく描写している。

●尾崎秀樹『上海1930年』（岩波新書、1989年）

　ゾルゲ事件によってスパイとして処刑される尾崎秀実は、

1928年11月、上海に赴任した。混迷の只中に有る中国の現実
に直面し、魯迅、スメドレー、ゾルゲらの知識人たちと交流しな

がら、中国の民族解放やアジアの自立の道を模索する。


